
リコール届出一覧表

リコール届出日：平成２０年４月１７日

 リコール届出番号 リコール開始日

 届出者の氏名又は名称

 不具合の部位（部品名）

 改善措置の内容

 不具合件数 ①２０件　②１件 事故の有無 　無し

 発見の動機 市場からの情報による。

車  名 型  式 通称名
リコール対象車の車台番号

の範囲及び製作期間
リコール対象車

の台数
備  考

いすゞ KC-LV781N1
LV781N1-3000001～LV781N1-3000013
平成8年7月5日～平成11年4月16日

13 ①13

KC-LV781R1
LV781R1-3000001～LV781R1-3000366
平成8年6月12日～平成12年6月22日

313 ①313

KC-LV782R1
LV782R1-3000001～LV782R1-3000312
平成8年6月10日～平成12年6月19日

290 ①290

LV774R2-3000001～LV774R2-3000542
平成12年7月12日～平成16年6月14日

489
①489
②489

LV774R2-7000001～LV774R2-7000213
平成16年6月18日～平成17年8月22日

213
①213
②213

LV780H2-3000001～LV780H2-3000094
平成12年7月12日～平成16年5月14日

94 ②94

LV780H2-7000001～LV780H2-7000031
平成16年7月9日～平成17年8月22日

31 ②31

KL-LV781N2
LV781N2-3000001～LV781N2-3000005
平成12年7月12日～平成13年12月25日

5
①5
②5

ガーラ

平成２０年４月１８日2096

・使用者：ダイレクトメールまたは直接訪問で通知する。
・自動車分解整備事業者：日整連発行の機関誌に掲載する。
・改善実施済車には、運転者席左側ドア開口部のシリアルナンバープレート
　付近に№2096のステッカーを貼付する。

①全車両、燃料タンクを新品に交換するとともに、支持金具を対策品と交換
  し、ボルトを適正トルクで締付ける。
②全車両、メインハーネスに固定用クリップを追加する。なお、メインハーネ
  スに損傷があるものは補修する。

①燃料装置（燃料タンク）　②電気装置（メインハーネス）

いすゞ自動車株式会社
代表取締役社長  細井 行

 問い合わせ先：お客様相談ｾﾝﾀｰ
TEL 0120-119-113

 自動車使用者及び自動
 車分解整備事業者に周
 知させるための措置

 基準不適合状態にある
 と認める構造、装置又は
 性能の状況及びその原因

KL-LV774R2

KL-LV780H2

連絡先　　自動車交通局技術安全部審査課
　　　　　リコール対策室
　　　　　TEL 03-5253-8111 内線 42353
ｱﾄﾞﾚｽ  ： http://www.mlit.go.jp

①燃料タンクの支持金具を固定するボルトの締付けトルクが大きいものがある
　ため、タンク底部に過大な応力が発生する場合がある。そのため、そのまま
　使用を続けるとタンクに亀裂が発生し、燃料が漏れるおそれがある。
②配電盤のメインハーネスの固定方法が不適切なため、ハーネスがリレーボッ
  クス取付金具に干渉しているものがある。そのため、そのまま使用を続ける
  と、ハーネスの被覆が損傷して、最悪の場合、ショートしてエンジンが停止
  し、再始動できなくなるおそれがある。



車  名 型  式 通称名
リコール対象車の車台番号

の範囲及び製作期間
リコール対象車

の台数
備  考

いすゞ
LV781R2-3000001～LV781R2-3000242
平成12年6月29日～平成16年4月26日

222
①222
②222

LV781R2-7000001～LV781R2-7000098
平成16年6月14日～平成17年7月25日

98
①98
②98

(計7型式) (計1車種)
（製作期間全体の範囲）

平成8年6月10日～平成17年8月22日
(合計1,768台)

①1,643
②1,152

【注意事項】
リコール対象車の車台番号の範囲には、対象とならない車両も含まれている場合があります。

ガーラ

KL-LV781R2


